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原始キリスト教の 
「贖罪信仰」 の起源と変容

東京大学名誉教授
古代キリスト教思想史
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贖罪信仰そのものが、いまだ議論と
再検証の卓上に置かれている!

イエスは人類の罪を贖うため身代わりとなって神に裁かれ十字架で死なれた―この “ 贖罪 ” を「キリスト教信仰の要諦」と
する考えは、何を、何処を起源とし、いかなるプロセスを経て変容・発展・定着してきたのか ―。神概念と共に、今なお
謎に満ち、議論の渦中にある贖罪信仰の核心に迫り、キリスト教の再構築を静かに促す。


